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議
案
概
要

《
報
告
を
受
け
た
案
件
》

○�

平
成
29
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
予
算

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
道
の
駅
・
史
跡
公
園
の
竣
工
式
典
等

委
託
事
業
ほ
か
10
件
に
つ
い
て
、
総
額

8
億
1
2
2
2
万
7
3
2
0
円
を
繰
り
越

し
た
も
の

《
可
決
し
た
案
件
》

○�

田
原
本
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
（
全
員
賛
成
）

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
施
行
に
伴
う
代
替
保
育
の
提
供
に
係
る

連
携
施
設
の
基
準
緩
和
等
の
改
正
を
行
う

も
の

○�

平
成
30
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）（
賛
成
多
数
）

　
6
1
7
5
万
1
千
円
の
増
額
で
、
補
正

の
内
容
は
、
民
生
費
で
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
社
会
福
祉
法
人
愛

和
会
に
対
す
る
保
育
所
運
営
費
補
助
金
及

び
保
育
所
委
託
事
業
に
係
る
不
適
正
な
支

出
8
3
8
2
万
9
千
円
が
返
還
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
国
及
び
県
の
補
助
金

を
返
還
す
る
た
め
4
6
1
9
万
9
千
円

を
増
額
。
ま
た
、
衛
生
費
で
、
新
た
に

し
尿
収
集
運
搬
業
務
を
委
託
す
る
経
費

1
5
5
5
万
2
千
円
の
増
額
及
び
2
年
間

の
債
務
負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
も
の

○�

田
原
本
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
唐
古
・
鍵
遺
跡
整
備
事
業
の
完
了
に
伴

い
、
町
長
の
附
属
機
関
か
ら
、「
田
原
本

町
唐
古
・
鍵
遺
跡
整
備
委
員
会
」
を
削
る

改
正
を
行
う
も
の

○�

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
全
員
賛

成
）

　
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
公
布
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

○�

田
原
本
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　
平
成
30
年
田
原
本
町
議
会
「
第
2
回

定
例
会
」
が
6
月
5
日
か
ら
12
日
ま
で

8
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
8
名
が
町
政
全
般
に

つ
い
て
理
事
者
の
考
え
を
質た

だ
し
ま
し
た
。

町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
一
般
質

問
通
告
一
覧
」
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

る
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
30
年
度
税
制
改
正
を
踏
ま
え
た
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公

布
に
伴
い
、
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の

施
行
の
日
以
降
に
施
行
と
な
る
改
正
部
分

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

○�

田
原
本
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
30
年
度
税
制
改
正
を
踏
ま
え
た
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公

布
に
伴
い
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
以
降

に
施
行
と
な
る
改
正
部
分
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

○�

田
原
本
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
町
立
平
野
幼
稚
園
の
名
称
を
「
田
原
本

町
立
認
定
こ
ど
も
園
平
野
幼
稚
園
」
と
変

更
す
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の

○�

田
原
本
町
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
建
築
等
の
規

制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
全
員
賛
成
）

　
旅
館
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

公
布
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

○�

水
仙
会
館
解
体
及
び
防
火
水
槽
設
置
工

事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
（
全
員
賛

成
）

　
水
仙
会
館
の
老
朽
化
に
伴
う
解
体
工
事

及
び
同
地
内
へ
の
防
火
水
槽
設
置
工
事
を

契
約
金
額
4
9
0
2
万
7
6
8
0
円
で
、

株
式
会
社
藤
井
組
と
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の

平成 30年
第 2回定例会

議会
だより

○�
公
共
下
水
道
整
備
等
工
事
（
特
）
第

30
-2
号
の
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

　
阿
部
田
・
笠
形
地
内
の
町
道
味
間
八
田

線
、
八
条
笠
形
平
田
線
に
お
い
て
、
下
水

道
工
事
2
1
9
・
4
メ
ー
ト
ル
と
道
路
工

事
3
2
7
・
9
メ
ー
ト
ル
を
契
約
金
額

5
4
9
7
万
8
4
8
0
円
で
、
株
式
会
社

キ
シ
ョ
ウ
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

○�

公
共
下
水
道
整
備
等
工
事
（
特
）
第

30
-3
号
の
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

　
東
井
上
地
内
の
町
道
東
井
上
3
・
6
・

8
号
線
、
阪
手
東
井
上
線
、
金
沢
法
貴
寺

線
に
お
い
て
、
下
水
道
工
事
3
2
3
・
6

メ
ー
ト
ル
、上
水
道
工
事
1
8
7・7
メ
ー

ト
ル
と
道
路
工
事
1
4
2
・
5
メ
ー
ト
ル

を
契
約
金
額
5
4
1
3
万
8
2
4
0
円
で
、

株
式
会
社
山
本
工
業
と
請
負
契
約
を
締
結

す
る
も
の

《採択とした意見書》

意見書 提出議員
旧優生保護法による不妊
手術の被害者救済を求め
る意見書（全員賛成）

古立憲昭議員

　第 2回定例会で採択とした意見書
は以下のとおりで、関係団体へ提出し
ました。

牟
田

　和
正

　議
員

　
町
で
は
保
育
園
の
入
所
待
機
児
童
の
解

消
に
向
け
、
認
定
こ
ど
も
園
や
小
規
模
保

育
所
の
事
業
を
平
成
31
年
度
の
事
業
開
始

に
向
け
取
組
ま
れ
て
お
り
、
議
会
で
も
こ

の
事
業
を
集
中
的
に
審
査
し
、
住
民
満
足

度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
為
、
先
の
3

月
定
例
会
で
「
認
定
こ
ど
も
園
検
討
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
期
の
定
例
会
で
は
、
平
野
幼
稚
園
を

認
定
こ
ど
も
園
化
す
る
た
め
の
条
例
改
正

案
を
審
査
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
予
算
、
町
の
施
設
等
を
有
効
活
用
し
、

子
育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
地
域
の
活
性
化
、
人
口
減
少
の
抑
制
に

繋
が
る
よ
う
取
組
ん
で
い
ま
す
。

森
井

　基
容

　議
員

　
今
期
は
2
点
の
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
、「
本
町
の
建
設
工
事
請
負

契
約
に
係
る
検
査
及
び
評
価
に
つ
い
て
」、

請
負
業
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
育

成
に
繋
が
り
工
事
の
質
向
上
に
も
繋
が
る

た
め
、
工
事
成
績
評
定
の
際
、
所
見
も
加

え
る
こ
と
を
提
案
し
質
し
ま
し
た
が
、
現

状
維
持
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
次
に
、「
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
長
期
放
置
状
態
の

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
等
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
計
画
後
半
世
紀

余
り
経
過
し
た
も
の
の
う
ち
一
路
線
を
除

き
、
三
路
線
に
つ
い
て
平
成
31
年
度
末
ま

で
に
変
更
の
告
示
を
目
指
す
と
の
答
弁
を

得
ま
し
た
。

安
田

　喜
代
一

　議
員

　
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
が
4
月
17
日

に
供
用
開
始
を
し
て
5
月
末
迄
の
来
園
者

が
約
2
万
2
千
人
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
G
W
中
は
鮮
や
か
な
新
緑
の
中
、
子

ど
も
と
遊
ば
れ
る
ご
家
族
な
ど
多
く
の
来

園
者
が
楽
し
ま
れ
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
の
皆
様
の
憩
い
場
所
と
し
て
定

着
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
今
後
の
史
跡

公
園
の
活
用
は
、
一
過
性
と
な
ら
な
い
よ

う
、道
の
駅
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
唐
古・

鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
史
跡
公
園
東

側
の
多
目
的
広
場
等
の
町
の
施
設
・
観
光

資
源
の
活
用
、
地
域
の
民
間
企
業
や
近
隣

市
町
と
連
携
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

古
立

　憲
昭

　議
員

　
一
般
質
問
に
て
、
①
中
小
企
業
対
策
に

つ
い
て
、「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」

に
対
す
る
動
向
と
見
解
、
国
の
追
加
措
置

へ
の
本
町
の
対
応
に
つ
い
て
、
並
び
に
、

こ
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
広
報
し
て
い
く

か
を
問
う
。
②
糖
尿
病
ま
た
慢
性
腎
臓
病

の
方
々
で
透
析
一
歩
手
前
（
い
わ
ゆ
る
透

析
リ
ス
ク
患
者
）
の
方
々
が
透
析
に
な
ら

な
い
為
に
、
本
町
で
は
、
ど
の
様
に
予
防

対
策
に
取
組
ま
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
対

策
に
効
果
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
活

用
は
さ
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　「
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不
妊
手
術
の

被
害
者
救
済
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出

し
全
員
賛
成
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

西
川

　六
男

　議
員

　
森
和
俊
愛
和
会
元
理
事
長
と
石
本
前
副

町
長
が
贈
収
賄
容
疑
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ

た
事
件
に
対
す
る
議
会
や
監
査
委
員
の
指

摘
で
町
は
過
去
の
委
託
料
等
を
調
査
し
返

還
の
補
正
予
算
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
町
が
委
託
し
た
平
成
9
年
～
28
年
度
の

20
年
分
の
事
業
の
内
、
返
還
の
対
象
と
し

た
の
は
平
成
23
年
～
28
年
度
の
6
年
分

で
調
査
に
よ
り
平
成
27
年
度
分
の
8
枚

1
3
1
万
8
4
1
6
円
の
実
体
の
確
認
で

き
な
い
、
架
空
の
取
引
の
領
収
書
分
も
含

め
不
適
正
な
会
計
で
約
8
4
0
0
万
円
の

返
還
を
受
け
ま
し
た
。

　
私
は
法
的
な
対
応
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
が
、
森
町
長
は
「
刑
事
告
訴
し
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

竹
邑

　利
文

　議
員

　
中
学
校
給
食
施
設
等
建
設
工
事
入
札
の

延
期
は
非
常
に
残
念
。
生
徒
・
保
護
者
が

待
望
さ
れ
て
お
り
、
請
願
の
紹
介
議
員
と

し
て
町
に
早
期
実
現
に
向
け
た
最
大
限
の

努
力
を
求
め
た
。
昨
年
10
月
の
台
風
に
伴

う
か
が
り
川
の
堤
防
崩
落
に
よ
り
道
路
が

長
期
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
事
案
で
は
、

地
域
の
皆
様
よ
り
早
期
の
対
策
を
求
め
る

声
を
聞
い
て
お
り
、
迂
回
路
の
設
置
等
早

急
な
改
善
を
求
め
た
。

　
唐
古
・
鍵
遺
跡
等
整
備
事
業
費
は
国

庫
約
32
億
円
、
県
費
約
6
億
7
千
万

円
、
町
費
約
7
億
6
千
万
円
、
計

46
億
4
4
0
0
万
円
で
完
成
。
今
後
の
町

民
の
皆
様
と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

吉
田

　容
工

　議
員

　「
杖
を
つ
き
な
が
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
い
る
」
な
ど
日
常

の
ご
み
出
し
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
ご
み
出
し
支
援

制
度
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
磯
城
郡
で
未
実
施
は
本
町
だ

け
で
す
。
ご
み
出
し
支
援
制
度
は
、
ご
み

収
集
を
確
実
に
す
る
と
と
も
に
高
齢
者
の

生
活
質
の
向
上
や
見
守
り
、
孤
独
死
の
防

止
に
つ
な
が
る
取
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
町
の
対
応
は
「
検
討
し
ま

す
」
で
七
年
も
経
っ
て
い
る
。
検
討
は
進

ん
で
い
る
の
か
？
本
町
も
実
施
せ
よ
！
と

質
し
ま
し
た
。
答
弁
は
、
来
年
度
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
次
回
定
例
会
は
、
9
月
上
旬
に
開
催
し

ま
す
。

問　
議
会
事
務
局
（
☎
34
・
2
1
1
9
）

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か



町
政
を

問

う

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
本
定
例
会
で
の
発
言

等
に
基
づ
い
て
、
各
議
員
の
責
任
に
よ
り

原
稿
の
提
出
を
受
け
た
も
の
で
す
。

植
田
　昌
孝
　議
長
　

　
6
月
定
例
会
で
は
、
議
会
で
も
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
及
び
保
育
所
補
助
金

等
適
正
化
調
査
特
別
委
員
会
（
1
0
0
条

委
員
会
）
を
設
置
し
調
査
を
行
っ
た
保
育

園
の
委
託
料
等
を
巡
り
、
前
副
町
長
と
元

愛
和
会
理
事
長
が
収
賄
容
疑
で
逮
捕
・
起

訴
さ
れ
た
事
件
に
関
す
る
過
去
の
委
託
料

等
の
精
査
が
完
了
し
、
同
法
人
か
ら
の
支

払
過
誤
分
の
返
還
を
受
け
て
、
国
県
へ
補

助
金
を
返
還
す
る
為
の
補
正
予
算
や
平
野

幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園
化
す
る
条
例
改

正
な
ど
15
件
の
議
案
と
、
意
見
書
1
件
を

審
議
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
8
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

松
本
　美
也
子
　議
員

　
一
般
質
問
に
て
、
児
童
を
狙
っ
た
計
画

的
な
犯
罪
が
起
こ
っ
て
お
り
、
通
学
路
の

安
全
対
策
強
化
に
つ
い
て
、
安
全
に
絶
対

は
な
く
、
継
続
的
な
取
組
み
・
見
直
し
が

必
要
と
考
え
①
小
学
校
に
お
け
る
登
下
校

時
の
安
全
確
保
に
向
け
た
対
策
強
化
②
通

か
ら
2
点
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

1
つ
は
自
治
会
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
場
合
の
支
援
に
つ
い
て
質
し
、
自
治
会

へ
の
補
助
事
業
と
し
て
検
討
し
て
い
く
旨

と
、
公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

動
く
防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
活
用
し
て
い
る

旨
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
2
点
目
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
の
満
足
度

を
高
め
る
方
策
に
つ
い
て
質
し
、
す
で
に

芝
生
整
備
な
ど
実
施
し
取
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
利
用
時
間
や
料
金
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
や
、「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

と
連
携
し
利
用
者
の
満
足
度
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

村
上
　清
司
　議
員

　
昨
年
10
月
の
台
風
21
号
の
影
響
に
よ
り

八
条
地
内
の
墓
地
南
側
の
寺
川
に
合
流
し

て
い
る
か
が
り
川
右
岸
の
堤
防
が
崩
落
し
、

町
道
千
代
9
号
線
に
道
路
陥
没
が
発
生
し

た
が
、
一
向
に
復
旧
工
事
が
な
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
道
は
八
条
、
南

千
代
自
治
会
等
の
地
域
の
皆
様
が
、
近
鉄

笠
縫
駅
ま
で
の
通
勤
・
通
学
路
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
6
月
現
在
も
立
入
り

防
護
柵
等
で
通
行
不
可
の
状
況
が
続
い
て

お
り
皆
様
に
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て

お
り
、
今
後
も
降
雨
等
に
よ
り
、
現
在
の

陥
没
場
所
や
周
辺
に
更
な
る
崩
壊
の
危
険

が
考
え
ら
れ
る
為
、
早
急
な
対
応
が
必
要

と
考
え
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

の
際
に
特
に
必
要
な
地
域
や
避
難
が
遅
れ

る
と
避
難
が
困
難
と
な
る
地
域
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
必
要
な
家
庭
へ
の
早
急
な
戸

別
受
信
機
の
導
入
を
訴
え
質
問
し
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
町
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
為
、
I
C
T
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
議
会
を
傍
聴
で
き

る
機
会
を
増
や
す
た
め
の
休
日
・
夜
間
議

会
の
開
催
、
政
策
議
論
を
明
確
化
で
き
住

民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

が
出
来
る
討
議
環
境
の
整
備
（
一
問
一
答

方
式
）
の
導
入
等
提
案
し
ま
し
た
。

山
田
　英
二
　議
員

　
社
会
福
祉
法
人
愛
和
会
に
対
す
る
保
育

所
運
営
補
助
金
及
び
保
育
所
委
託
事
業
の

支
出
金
返
還
に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
町
が
同
法
人
に
委
託
し

た
「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」
他
各

事
業
等
に
係
る
支
出
の
内
、
不
適
切
部
分

の
返
還
を
求
め
、
そ
れ
を
受
け
、
同
法
人

か
ら
約
8
4
0
0
万
円
が
返
還
さ
れ
ま
し

た
。
本
件
が
発
生
し
た
要
因
は
「
町
の
ず

さ
ん
な
精
算
事
務
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
よ

る
」
と
の
説
明
で
、
再
発
防
止
、
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
構
築
等
、
他
の
補
助
事
業
も
含

め
常
に
危
機
意
識
を
持
ち
厳
正
な
事
務
の

執
行
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な

い
よ
う
取
組
む
と
の
答
弁
で
し
た
。

寺
田

　元
昭

　議
員

　
今
回
は
皆
様
よ
り
お
聞
き
し
た
ご
意
見

学
路
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
③
防

犯
灯
の
設
置
の
再
考
及
び
「
一
戸
一
灯
」

運
動
の
実
施
に
つ
い
て
の
3
点
を
質
問
し

ま
し
た
。
取
組
み
・
啓
発
を
進
め
て
い
く

と
の
答
弁
。

　
ま
た
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
不

育
症
の
治
療
・
検
査
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

の
導
入
に
つ
い
て
も
質
問
し
、
導
入
に
向

け
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

小
走
　善
秀
　議
員

　
道
の
駅「
レ
ス
テ
ィ 

唐
古・鍵
」が
オ
ー

プ
ン
し
、
素
晴
ら
し
い
史
跡
公
園
も
開
園

し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
東
側
に
は
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
が
新
た
に
サ
ッ
カ
ー
場
1
面
を

竣
工
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
利
用
者

が
増
え
、
相
乗
効
果
に
よ
る
活
性
化
、
観

光
や
交
流
の
拠
点
、
町
の
北
の
玄
関
と
し

て
大
い
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
待
ち
に
待
っ
た
中
学
校
給
食
調
理
室
の

建
設
入
札
が
、
2
度
の
談
合
情
報
に
よ
り

再
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
の
真
偽
を
調

査
し
適
正
な
入
札
を
行
い
早
急
に
給
食
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、
談

合
や
不
正
の
な
い
入
札
に
注
視
し
て
、
契

約
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
た
い
。

梶
木

　裕
文

　議
員

　
一
般
質
問
で
は
、
豪
雨
の
際
は
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
防
災
放
送
は
聞
き
取
れ

な
い
と
の
住
民
の
ご
意
見
を
受
け
、
有
事

○�

平
野
幼
稚
園
園
舎
耐
震
補
強
等
工
事
請

負
契
約
締
結
に
つ
い
て
（
全
員
賛
成
）

　
園
舎
2
棟
の
耐
震
補
強
等
工
事
を
契
約

金
額
1
億
1
4
6
0
万
9
6
0
0
円
で
、

株
式
会
社
藤
井
組
と
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
全
員
賛
成
）

　
3
ト
ン
級
塵じ

ん
芥か

い
収
集
車
の
取
得
で
あ
り
、

取
得
金
額
7
2
9
万
3
3
8
0
円
で
、
岸

原
自
動
車
か
ら
購
入
す
る
も
の

《
適
任
と
し
た
人
事
案
件
》

○�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
に
つ
き
議

会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
つ
い
て

氏
名
　
前
田
恭
成
氏

任
期
　
平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら

　
　
　
平
成
33
年
12
月
31
日

《
同
意
し
た
人
事
案
件
》

○�

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
き
議
会

の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

氏
名
　
住
井
康
典
氏

任
期
　
平
成
30
年
6
月
5
日
か
ら

各
委
員
会
審
査
の
状
況

（
質
疑
等
か
ら
抜
粋
）

《
総
務
文
教
委
員
会
》

質
問
　
田
原
本
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
た
ば
こ
税
の
引

き
上
げ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
改
正
と

な
る
の
か
。

回
答
　
平
成
30
年
10
月
1
日
よ
り
一
箱

（
20
本
）
あ
た
り
20
円
の
値
上
が
り
で
、

4
ヵ
年
で
段
階
的
に
値
上
げ
さ
れ
最
終
的

に
60
円
の
値
上
が
り
と
な
る
。

質
問
　
水
仙
会
館
解
体
及
び
防
火
水
槽
設

置
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
、
隣
接

す
る
道
路
は
広
く
な
い
が
、
工
事
に
よ
る

通
行
止
め
等
実
施
さ
れ
る
予
定
は
。

回
答
　
機
材
の
搬
入
等
に
よ
る
一
時
的
な

通
行
規
制
は
想
定
し
て
い
る
が
、
道
路
の

通
行
止
め
は
予
定
し
て
い
な
い
。

経
過
報
告
　「
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施

を
求
め
る
請
願
」
の
経
過
に
つ
い
て
、
5

月
28
日
に
執
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
中
学

校
の
給
食
施
設
等
建
設
工
事
の
入
札
を
2

回
の
談
合
情
報
を
受
け
調
査
を
要
す
る
こ

と
か
ら
延
期
し
た
旨
の
報
告
を
受
け
た
。

《
厚
生
建
設
委
員
会
》

質
問
　
田
原
本
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
に
つ
い
て
、
今
回
は
小
規
模
保

育
事
業
運
営
事
業
者
の
募
集
条
件
は
あ
る

の
か
。

回
答
　
今
回
、
新
設
と
町
内
の
既
存
物
件

を
改
修
し
て
整
備
し
開
設
す
る
も
の
各
1

件
で
、
計
2
件
の
募
集
を
行
っ
た
。

質
問
　
平
成
30
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）、
社
会
福
祉
法
人

愛
和
会
か
ら
の
保
育
所
委
託
事
業
に
係
る

返
還
金
に
つ
い
て
、
発
生
要
因
は
、
事
業

実
績
報
告
時
に
領
収
書
等
の
添
付
書
類
を

求
め
ず
確
認
調
査
も
行
わ
な
い
、
ず
さ
ん

な
事
務
と
の
こ
と
で
あ
り
、
事
件
後
、
再

発
防
止
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
他
の
補
助
事
業
等
で
は
こ
の
よ
う
な

返
還
事
例
は
発
生
し
て
い
な
い
の
か
。

回
答
　
添
付
書
類
の
不
備
な
ど
に
よ
る
再

提
出
等
の
事
例
は
あ
っ
た
が
、
本
件
以
外

で
返
還
が
必
要
と
な
っ
た
事
例
は
発
生
し

て
い
な
い
。

質
問
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
今
回
の

塵
芥
収
集
車
の
取
得
は
、
買
い
替
え
か
増

車
か
。

回
答
　
購
入
後
約
10
年
経
過
し
頻
繁
に
故

障
が
発
生
し
て
い
る
車
両
の
買
い
替
え
を

行
う
も
の
。

《�

唐
古
鍵
遺
跡
整
備
検
討
特
別
委
員
会
》

質
問
　
田
原
本
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

今
回
廃
止
さ
れ
る
唐
古
鍵
遺
跡
整
備
委
員

会
の
報
告
書
等
の
作
成
は
行
わ
れ
る
の
か
。

回
答
　
今
年
度
に
唐
古
鍵
整
備
事
業
の
事

業
報
告
書
を
作
成
予
定
で
あ
り
、
そ
の
中

で
整
備
委
員
会
の
部
分
に
つ
い
て
も
記
載

予
定
で
あ
る
。

担
当
課
か
ら
報
告
　
唐
古
・
鍵
遺

跡
等
整
備
総
事
業
費
に
つ
い
て
は

46
億
4
4
0
0
万
円
で
内
訳
は
用
地

買
収
費
33
億
4
6
0
0
万
円
、
整
備

費
12
億
9
8
0
0
万
円
で
あ
り
、
国

庫
32
億
1
2
0
0
万
円
、
県
費

6
億
7
3
0
0
万
円
の
補
助
が
あ
り
、
町

費
は
7
億
5
9
0
0
万
円
で
あ
っ
た
こ

と
。
ま
た
開
園
か
ら
5
月
末
日
迄
に
約

2
万
2
千
人
の
来
園
者
が
あ
っ
た
旨
の
報

告
を
受
け
た
。

《
認
定
こ
ど
も
園
検
討
特
別
委
員
会
》

質
問
　
田
原
本
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
認
定
こ

ど
も
園
平
野
幼
稚
園
で
保
育
認
定
（
2
号

認
定
）
に
よ
る
利
用
定
員
数
は
。

回
答
　
町
内
在
住
の
3
歳
児
か
ら
5
歳
児

で
各
年
児
10
名
程
度
、
合
わ
せ
て
30
名
程

度
を
定
員
と
予
定
し
て
お
り
、
平
野
幼
稚

園
区
外
の
こ
ど
も
も
利
用
で
き
る
。

付
議
事
件
の
追
加
　
開
会
初
日
の
本
会
議

の
議
決
に
よ
り
、
当
委
員
会
の
審
査
内
容

に「
小
規
模
保
育
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
」

を
追
加
し
た
。

　
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
町

議
会
の
し
く
み
や
会
議
録
な
ど
議
会

に
つ
い
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
議
会
だ
よ

り
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

▲町議会ホームページ


